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この夏、岡山にて近藤恵介「絵画の身振り」を開催する運びとなりました。この展覧会に向けて、近藤は 6月下旬より岡

山にて滞在制作を予定。今回の個展は 2部構成で行われます。 前期 (7.10 - 8.9) は東京で今回の為に制作した作品を中心に、

そして後期 (8.13 - 9.13) は岡山での滞在を経て、制作された作品が中心の展示となります。

近藤恵介（こんどうけいすけ）は、1981 年福岡生まれ、東京都在住。 東京芸術大学美術学部にて絵画科日本画を専攻し、

2007 年卒業。 大学在学中に「トーキョーワンダーウォール公募 2005」で「トーキョーワンダーウォール賞」を受賞。国

内だけに留まらず、海外の展覧会などにも参加。音楽でも表現の場を持ち、既存の枠に捕われる事なく幅広く活動してい

ます。

近藤恵介の作品は、日々の生活の積み重ねから生まれて来ます。私たちが普段、何気なく見過ごしがちな一つ一つの要素

が、彼の日常へ取り込まれ、彼の思考を通し、彼の作品の中へと置き換えられて行きます。私達が日頃から見慣れていた

はずのアイテムが、彼の世界に組み入れられると、何かが少し違って見え始めます。日常のささやかな一つ一つが色々な

ストーリーに満ちている事をそっと静かに思い出させてくれるのです。彼の作品を通じ、少しだけ彼の生活を疑似体験し

たり、自分の生活とシンクロさせてみたりする事でしょう。そして忠実に丁寧に描かれている見慣れた素材を通して、自

分自身の日常への愛おしさを再認識する事となります。彼の作品の大きな余白は、そんな観る者のふわっと膨らんだ想い

を受け止める為にあるかの様に、そこでゆったりと私達を待ち受けてくれています。そうして私達は、彼の作品を通して、

自分自身の日々の生活をさらに楽しむ方法を知るのです。

一見、グラフィカルな彼の作品ですが、日本画の技法を用いて、いくつもの長いプロセスと時間を経て緻密に描かれてい

ます。こうしている間にも、彼の造作の積み重ねによって作品は作られているのです。今回の彼の岡山での滞在制作の中

で、どんな風に岡山での生活が作品の中に取り込まれていくのか、皆さんと一緒に楽しみにしたいと思います。

どうぞこの機会にぜひご高覧下さいませ。
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＜お問合せ先：Satellite / 桑田 (info@satelliteee.com または tel 086-250-2550) まで＞

2010.7.10.Sat - 8.9.Mon
前期  - 後期に歩みよる -
オープニングレセプション 7.10.Sat 18:00 - 20:00

2010.8.13.Fri - 9.13.Mon
後期  - 前期に歩みよる -
オープニングレセプション 8.14.Sat 18:00 - 20:00
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「絵画の身振り」

絵画は絵を描くという行為なしには成立しない。それはあらゆる場合においてもそうで、何かをするということは実際的

な行為を伴うことになる、ということなのだが、僕は画家なので絵画で考えてみる。

絵画は、紙を貼る、線を引く、絵の具を溶く、絵の具を紙の上に置く（塗る）、等々の絵画的な身振りの積み重ねの上に

成立する。画家がいるから絵画があるのではなくて、絵を描くから絵画があるのだ。当たり前のことのように感じるが、

その随分素朴な身振りの積み重ねにこそ重要なものが含まれているような気がする。

また、絵画は絵画的な身振りそれだけで成立し得るものでもない。筆休めにコーヒーを飲むし、絵を描いている時には音

楽も聴く。そもそも絵を描くための筆や紙そして絵の具は、電車を乗り継いで画材屋に行かないと手に入らない。なので、

絵画の身振りのうちに自然と生活の行為も浸透してくる。そこは明確に分かれているわけではなくて、わりと曖昧だった

りする。日々の生活があって、その中に絵画の身振りがあって、その結果、絵画が存在しているのだという認識だ。

絵の具をこねないと絵の具は出来ないし、それを画面に定着させないと絵はすすまない。毎日描かないとなかなか仕上が

らない。そこにイリュージョンはない。僕が普段使っている日本画材は特に手間のかかる画材なので、とりわけその傾向

がつよい。実際に画面に向かって筆を走らせる時間よりも、様々な下準備の方により時間がかかる。顔料を瓶から出して、

膠で溶いて、水で延ばして、といった作業を繰り返していると「様式美」といったような言葉も浮かぶが、おそらくそう

いうことを本当に考えているのではなくて、ただそういう時間があるのだ、という意識で絵の具を練る。

身振りと身振りと身振りと、、、絵画的身振りの連続＋αが少しずつ堆積していったものが絵画になったりする。それは何

処にいても同じだ。東京にいても岡山にいても。

近藤恵介

(http://www.kondokeisuke.com)

本に絵

岩絵の具、水干、膠、水彩絵の具、本

25.8 × 41.2 cm

2009
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近藤恵介 | Keisuke KONDO

1981     福岡県生まれ

2007     東京芸術大学美術学部絵画科日本画専攻卒業

現在、 東京都在住

 

＜個展＞

2005     RICE+、東京

2006     「トーキョーワンダーウォール都庁2005」 東京都庁第一本庁舎

2006     「毎朝歩く道について寝る前に考える」 トーキョーワンダーサイト本郷、東京

2008     「いい地図」 Gallery Countach、東京

  「project N 34 近藤恵介 KONDO Keisuke」 東京オペラシティ アートギャラリー コリドール、東京

2009     「このへんからそのへん、そしてあそこらへん」 Gallery Countach、東京

2010     「絵画の身振り」 Satellite、 岡山 

＜主なグループ展＞

2005    「トーキョーワンダーウォール公募2005」 東京都現代美術館

2006    「東京 - サンフランシスコアートフェスティバル'06」 

　　　  国営昭和記念公園みどりの文化ゾーン、東京 / the LAB、サンフランシスコ

2007    「東京画 - ささやかなワタシのニチジョウのフーケイ」 トーキョーワンダーサイト渋谷、東京  ＜カタログ＞

2008    「モンブラン ヤング アーティスト パトロネージ イン ジャパン」 モンブラン銀座本店、東京

2009    「Re:Membering -Next of Japan-」 Gallery LOOP、ソウル、韓国

             「My story - ひとりあそび」 MA2 Gallery、 東京

2010    「TOKYO WONDER WALL 2000-2009 10年！」 東京都現代美術館、 東京 

＜受賞＞

2005     「トーキョーワンダーウォール賞」 トーキョーワンダーウォール公募2005

              「アンバサダー・アートプライズ2005 デコーテネイ賞」 Decourtenay Gallery,  Mons,  Belgium 

＜アートワーク＞

蓮沼執太｜Shuta Hasunuma 『OK Bamboo』,  Western Vinyl,  2007年（CDアートワーク）

anonymass 『anonymoss』, ミディ, 2008年（CDアートワーク）

蓮沼執太｜Shuta Hasunuma 『POP OOGA』, HEADZ, 2008年（CDアートワーク）

「ポップ オーガ」のための壁画
写真 : 川村麻純

「the coffee group」として、古川日出男（小説／朗読）、小島ケイタニーラブ（歌）、蓮沼執太（サウンド）、鈴木雄介

（コーヒーインストラクター）とともに活動中。絵画を担当。

次回イベント「ワンコインからワンドリップ 4」は 6月 3日（木）に渋谷「O-nest」にて開催。7月に CD発売を予定。  

詳細は HP (http://coffeehlt.blogspot.com) にて。　


